
先
月
か
ら
各
新
聞
で
ま
た
今
議

会
の
代
表
質
問
や
一
般
質
問
で
も
、

こ
の
ク
ン
チ
ョ
ウ
酒
造
酒
蔵
群
の

問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

発
端
は
、
昨
年
２
月
ク
ン
チ
ョ

ウ
酒
造
の
社
長
か
ら
「
酒
蔵
群
の

建
物
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
修
繕

に
多
額
の
費
用
を
要
し
一
企
業
と

し
て
の
負
担
の
限
界
を
超
え
て
お

り
、
今
後
の
保
存
修
理
が
困
難
で

あ
る
こ
と
」
「
そ
の
た
め
、
用
地

内
に
あ
る
生
産
に
関
与
し
な
い
駐

車
場
や
酒
造
群
用
地
を
早
急
に
売

却
し
た
い
」
旨
の
協
力
要
請
が
、

豆
田
町
伝
建
保
存
会
を
通
じ
豆
田

地
区
振
興
協
議
会
に
あ
り
、
そ
の

要
望
書
が
議
長
宛
て
に
提
出
さ
れ

た
こ
と
。
ま
た
併
せ
て
市
が
、
〇

九
年
に
亡
く
な
っ
た
文
化
功
労
者

「
岩
澤
重
夫
」
画
伯
記
念
美
術
館

を
こ
の
酒
蔵
群
を
中
心
に
計
画
し

「
酒
蔵
群
の
買
収
」
を
進
め
て
い

る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

一
貫
し
て
「
市
民
へ
の
説
明
が

足
り
な
い
」
「
市
民
の
理
解
が
得

ら
れ
て
い
な
い
」
「
先
行
取
得
を

急
ぐ
の
か
」
等
々
の
主
張
が
な
さ

れ
、
対
応
に
多
く
の
批
判
が
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
な
か
議
会
は
全
会
一
致
で

「
ク
ン
チ
ョ
ウ
酒
蔵
活
用
に
よ
る

美
術
館
構
想
に
慎
重
な
検
討
を
求

め
る
」
決
議
を
行
い
、
さ
ら
に
市

長
も
「
説
明
会
を
開
き
理
解
を
得

た
の
ち
、
計
画
を
進
め
る
」
と
の

意
向
を
示
し
、
事
実
上
の
買
収
延

期
に
な
っ
た
と
受
止
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
所
属
す
る
経
済
環

境
委
員
会
で
は
、
「
事
務
の
前
さ

ば
き
と
は
い
え
、
開
発
公
社
と
買

収
に
関
わ
る
事
業
委
託
契
約
が
交

わ
さ
れ
、
そ
の
説
明
が
な
か
っ
た

こ
と
」
へ
の
反
発
や
「
文
化
財
保

護
と
は
い
え
買
収
が
一
企
業
の
経

営
支
援
」
と
い
う
批
判
が
多
い
こ

と
「
買
収
が
延
期
に
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
酒
蔵
活
用
す
る
美
術
館
計
画

に
大
き
な
変
更
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
る
」
等
々
で
予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
２
千
３
８
６
万
円
に
つ
い

て
現
段
階
で
の
必
要
性
が
な
い
と

し
て
、
「
減
額
修
正
」
を
全
会
一

致
で
決
め
ま
し
た
。

扱
い
は
、
そ
の
額
を
予
備
費
と

し
、
説
明
会
等
を
通
じ
「
充
分
な

理
解
が
得
ら
れ
た
の
ち
」
再
度
論

議
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
関
心

事
で
あ
る
「
ま
ち
づ

く
り
会
社
」
の
設
立

準
備
事
業
委
託
業
務

報
告
書
が
委
員
会
で

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
論
議
は

今
後
な
さ
れ
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
が

解
決
す
る
問
題
点
も

多
く
含
ん
で
い
る
と

受
止
め
て
い
ま
す
。
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決議案第１号（市議会の決議）

クンチョウ酒蔵活用による

美術館構想に慎重な検討を求める決議

クンチョウ酒造群は、重要伝統的建造物群

保存地区に指定されている豆田の歴史的景観

を守る上で重要な建造物である。豆田観光の

シンボルとして、本市のまちづくりに欠かす

ことのできない、将来にわたり日田の貴重な

文化遺産として永く保存していくべきもので

ある。

現在、市ではクンチョウの酒蔵活用による

美術館開設に向け検討を行っているが、この

計画は美術館ありきの構想であり、本議会に

おいても各議員から多くの質問がなされたと

ころである。

このことは、市民の大きな関心事にもなっ

ており、十分な議論が尽くされていない現状

では、性急に事を進めるべきではなく、日田

市の文化施設としての捉え方に立ち、日田市

の先哲や博物館構想も踏まえ、多くの市民の

意見を反映した計画を策定していくことが必

要である。

よって、日田市議会は、再度慎重な検討を

行うよう求めるものである。

以上、決議する。

平成23年3月14日

日 田 市 議 会
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大分県創設の基金を活用し、原則

１年以上３年未満の雇用契約を結ぶ事

業の実施を民間企業等に委託し、雇用

の創出を図る。

・森の担い手緊急雇用（１０名）

５千２７１万円

・企画・営業体制整備（７名）

２千７７万円

等、１４事業、４０名の雇用創出

同じく県の基金を活用し、原則６ヶ月

未満の雇用契約を結ぶ事業の実施を民間

企業への委託、若しくは市が事業を行う

ことで雇用の創出を図る。

・公園管理業務（２名） ２６２万円

・文化財整理事業（５名） ９３０万円

・河川状況調査事業（４名）４４６万円

等、２８事業、８７名の雇用創出

市
政
執
行
の
主
な
項
目

（
１
）
市
内
の
経
済
を
下
支
え
す
る

景
気
・
雇
用
対
策

・
市
内
の
中
小
企
業
へ
の
緊
急
金
融

対
策
の
特
別
融
資
制
度
の
継
続

・
需
要
喚
起
の
た
め
地
域
商
品
券
発

行
の
支
援

・
各
種
交
付
金
活
用
に
よ
る
雇
用
機

会
の
創
出

（
２
）
楽
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
づ
く
り

・
小
中
学
校
の
保
護
者
の
負
担
軽
減

の
拡
充

・
障
が
い
者
の
雇
用
の
場
の
拡
大

・
農
業
生
産
に
被
害
を
も
た
ら
す
有

害
鳥
獣
対
策
の
充
実

・
地
区
公
民
館
の
安
定
し
た
運
営
体

制
の
確
立

（
３
）
日
田
の
底
力
を
発
揮
す
る
取

組
み

・
隈
地
区
観
光
再
生
等
の
「
活
力
創

造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
継
続

・
魅
力
あ
る
資
源
を
活
か
す
観
光
施

策
の
充
実

・
キ
ヤ
ノ
ン
の
工
場
建
設
着
工
の
経

済
波
及
効
果
の
確
立

中小企業の運転・設備資金の保証料の

全額補助及び３年間の利子補給をおこな

う支援策で２１年度からの継続。２３年

度は新たに１０億円の融資枠を設ける。

予算額 １１億４千２４２万円

市内の消費、需

要を喚起するため

経済団体が発行す

る「水郷ひたプレ

ミアム商品券」５

億５千万円分に対

する費用の助成。

予算額 ５千４５０万円

観光客の誘客を図るため市の観光施設の整備、リ

ニューアルを行うもの。

予算額 １億６千４３８万円

（内 訳）

・椿ヶ鼻ハイランドパーク １千５２２万円

・鯛生金山施設改修 １千２８２万円

・フィッシングパーク ７１４万円

・烏宿山散策道整備 ８千６６３万円

・ひびきの郷宿泊施設整備 ４千１６７万円

等々

地域生活道路整備事業
生活に密着した市道の改良、

側溝の整備等を行うもので経済

対策として実施する。

予算額 ４億８千６０６万円

道路維持費
日常生活上、生活に密接した市道の補修及び

側溝の整備を行うもので経済対策として実施。

予算額 ２億円
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議
会
で
数
回
一
般

質
問
を
し
、
問
題
点

を
指
摘
し
て
い
た
原

材
料
支
給
の
み
で
は

維
持
補
修
が
で
き
な

い
里
道
や
水
路
で
公

共
性
が
高
い
と
こ
ろ

に
つ
い
て
、
市
が
維

持
補
修
を
行
う
事
業

で
要
望
も
多
く
、
有

効
に
活
用
し
不
便
さ

と
危
険
を
解
消
出
来

る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

予
算
額

１
千
万
円

歳 出

人件費 58億5千8百万

扶助費 67億３千５百万

普通建設事業費 ６０億８千１百万

貸付金 １４億６千６百万

歳 入

市税 ７５億１千７百万

地方交付税 １３６億４千万

国庫支出金 ４９億六千百万

市債 ３９億８千９百万

これまで学級費等で保護者から徴収

していた授業で使用する教材費等の購

入費用について、一部公費負担を行い

保護者の経済的軽減を図るもの。

２１年度の保護者の負担実態調査に

より、（平均）

小学校では、年間一人当たり

１１，２３５円、

中学校では、年間一人当たり

２５，２０５円 と判明した。

そのため、現在保護者が負担している「テストドリル」

「副読本」「練習帳、学習帳」の経費を公費で負担する

ことしたもの。

これによって、保護者の負担が（平均）

小学校では、６７．５% ７,５８３円の軽減

中学校では、４８．９% １２,３３３円軽減される見

通しです。

いずれにしても、大変嬉しい施策と受止めています。

近年イノシイ、鹿に加えてアナ

グマ等によって農作物が多大な被

害をこうむっています。そのため

農業に対する意欲が減少している

ともいわれる、大きな課題になっ

ています。そのため、市ではいく

つかの対策を講じます。

（１）鳥獣被害防止緊急対策
農地への有害鳥獣の侵入防止の

ため集落で金網柵や電気柵を設置

する。

予算額 ７千０００万円

（内訳）

・鳥獣被害防止柵設置補助

予算額 ６千９００万円

・有害鳥獣捕獲活動補助

予算額 ５０万円

・小動物捕獲器・自動撮影カメラ購入

予算額 ４９万円

（２）獣肉処理施設整備事業

捕獲したイノシシや鹿を処理場を建設す

ることで、これらの肉を商品として流通さ

せことで、捕獲の推進をはかり頭数減を推

進する。

予算額 ２千６３２万円

なお、処理場の建設予定地は未定。

７０歳以上の高齢者のみの

世帯を対象に、住宅用火災報

知器を給付することで、高齢

者を火災から守る目的。

設置については地元消防団

に依頼の予定であるが、まだ

折衝中です。また、６５歳以

上の高齢者のみの世帯につい

ても介護や身体の不自由な世

帯についても検討することに

なっています。

予算額 ２千４７３万円

その他の主要事業については、次号お知らせします。



今
一
番
耳
に
す
る

の
は
、
「
仕
事
が
な

い
、
働
く
と
こ
ろ
が

な
い
」
と
言
う
こ
と

で
す
。
そ
の
言
葉
を

裏
付
け
る
よ
う
に
市

内
の
有
効
求
人
倍
率

は
０
．
６
３
倍
と
県

内
で
も
中
位
以
下
で

す
。
こ
れ
を
み
て
も
雇
用

情
勢
は
如
何
に
厳
し
い
か

が
伺
わ
れ
ま
す
。
キ
ヤ
ノ

ン
の
工
場
建
設
着
工
や
九

州
ジ
ー
ジ
ー
シ
ー
の
操
業

開
始
等
の
若
干
明
る
い
話

題
は
あ
り
ま
す
が
、
厳
し

さ
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」

や
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
交
付
金
事
業
」
な
ど

の
施
策
は
あ
り
ま
す
が
、

意
見
を
聞
く
と
長
く
務
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
正

規
採
用
さ
れ
な
い
等
々
の

厳
し
い
声
が
大
半
で
雇
用

者
を
満
足
さ
せ
る
も
の
に

は
程
遠
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
働
く
場
を
創
出
す
る

こ
と
が
今
一
番
緊
急
の
課

題
だ
と
受
止
め
て
い
ま
す
。

日
田
は
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
か
っ

て
は
、
こ
の
自
然
環
境
を

い
か
し
た
林
業
、
製
材
業

で
繁
栄
を
誇
り
ま
し
た
。

今
、
林
業
は
環
境
面
で
高

く
評
価
さ
れ
、
そ
れ
を
活

用
し
た
仕
事
の
創
出
を
試

み
る
自
治
体
も
現
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
何
と
か
日

田
市
で
実
現
で
き
な
い
か

と
、
考
え
る
毎
日
で
す
。
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今
回
で
勇
退
す
る
同
じ
社
民
ク
ラ
ブ
の

「
鷹
野
守
男
」
議
員
が
、
先
日
の
議
長
・

副
議
長
選
で
見
事
副
議
長
に
当
選
し
ま
し

た
。
任
期
は
わ
ず
か
で
す
が
重
責
を
負
い

花
道
を
飾
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

健
康
で
末
永
く
頑

張
っ
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。

永
い
間
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

３
月
十
一
日
の
２
２
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

委
員
会
審
議
中
に
東
北
地

方
で
大
地
震
が
起
き
た
と

聞
き
ま
し
た
。

休
憩
時
間
に
、
テ
レ
ビ

を
見
る
と
猛
烈
な
勢
い
で

押
し
寄
せ
て
い
る
「
津
波
」

の
映
像
が
写
し
出
さ
れ
て

い
て
、
「
こ
れ
は
大
災
害

に
な
る
」
と
心
配
し
ま
し

た
が
予
想
を
超
え
る
も
の

で
、
死
者
、
行
方
不
明
者

を
含
め
２
万
人
以
上
、
避

難
所
に
身
を
寄
せ
る
被
災

者
は
２
４
万
人
以
上
に
上

る
、
ま
さ
に
日
本
の
非
常

事
態
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
と
共
に
、
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
福
島
第
一
原
発

の
事
故
で
は
、
目
に
見
え

な
い
放
射
能
に
よ
る
災
害

の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
親
族
が
関
東
に
い

ま
す
が
、
離
乳
食
を
作
る

た
め
の
水
が
手
に
入
ら
ず
、

日
田
の
商
店
で
購
入
し
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
送

り
そ
れ
を
使
い
調
理
す
る

状
態
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

前
務
め
て
い
た
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
時
の
友
人
が
１

０
数
名
東
北
に
い
ま
す
が
、

全
員
に
連
絡
が
取
れ
た
の

は
２
４
日
過
ぎ
で
、
彼
ら

は
幸
い
に
無
事
で
し
た
が

そ
の
友
人
で
ま
だ
所
在
が

不
明
の
人
が
い
る
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
苦
難
を
わ
か

ち
あ
う
た
め
発
生
時
か
ら

１
６
日
ま
で
、
い
く
つ
か

ご
指
摘
や
批
判
を
頂
き
ま

し
た
が
、
全
て
の
活
動
・

行
動
を
自
粛
し
ま
し
た
。

ま
た
議
会
で
も
４
月
１

７
日
か
ら
の
選
挙
運
動
に

つ
い
て
も
連
呼
の
時
間
帯

等
に
つ
い
て
自
粛
す
る
申

し
合
わ
せ
も
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

日
本
は
前
の
大
戦
で
甚

大
な
被
害
を
う
け
ま
し
た

が
見
事
復
活
し
ま
し
た
。

き
っ
と
こ
の
災
害
か
ら
も

立
ち
直
る
こ
と
が
出
来
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
こ
と
が
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
１

日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら

祈
る
ば
か
り
で
す
。

※
林
業
活
性
化
議
員
連

盟
の
各
議
員
の
積
立
金

の
残
金
約
７
８
万
円
を

義
援
金
と
し
て
送
り
ま

し
た
。

選挙期間中の申し合わせ

今回の大震災を受け、選挙運動につい

て以下のような申し合わせを行いまし

た。

連呼時間の短縮

午前９時から午後５時まで

あくまで申し合わせですので、守ら

ない方もいると思いますが、私は苦難

を分ちあうためにも順守します。

継続審議となっていた「水

郷ひたの水を守る会」からの

請願について、経済環境委員

会では、再度継続審議としま

した。

その内容は、県の外郭団体、

日田市と事業体である「本川

牧場」とで、牛飼育施設の建

設計画について「中止」する

ことが決まったこと。さらに

汚染された土壌の撤去につい

ては、その検査結果が３月の

末になることで現段階で判別

できないことで継続としまし

た。委員会としては、再度項

目を整理した上で請願を出し

直してもらいたいと考えてい

ます。いずれにしても、住民

の意向は環境を守るというこ

とであり、それを最大限活か

したいと考えています。


